東病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・大川　俊彦様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となる。
・野田　裕樹様～排便コントロールの為、センナリド2T/2回分処方となる。
・金濱　しほ様～家族様より退院希望聞かれ、11:30自宅退院となる。

・市川　トミ様～14:00主治医面談実施。長男様・次女様が来院され、退院先はれんげ荘で、日時調整時、家族かケアマネから当院へ連絡するとの事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～終日隔離中。依存的な発言持続。食事は時間を要すも自力で摂取すること出来ている。拒薬無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前よりドア蹴りあり説明にも同行為繰り返されている。開放中他者への強要行為あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。対面時、ニヤツキあるも、他者トラブル無く経過。衣類に関する訴えあるが、都度対応にて不穏さ無く経過。幻聴や妄想に左右された発言はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタル異常無く、痰絡み無し。声掛けには発語ないが、追視見られている。引き続き観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想なく、食事も2/3摂取。エンシュアリキッドも飲用されている。危険行為無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・玉岡　公子様～他者干渉、多弁さあり都度介入要し、その後も同行為繰り返している。
・藤井　崇史様～他者トラブルや妄想発言無く、対面時穏やか。
＜入院患者情報＞
氏　　名：上野　正志様

生年月日：昭和25年11月9日　68歳

病　　名：前頭側頭葉型認知症

性　　別：男性

主治医　：金Dr(サポート医：馬渡Dr)
入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　平成28年頃より物忘れや失行が出現し、その後自動車事故や危険運転、妄想・幻視様の発言が認められるようになった。平成31年3月、自身の持ち山に行こうとして迷い、警察に保護されることもあった。令和元年5月15日当院初診し介護保険申請し、サービス調整を行っていくこととした。徘徊や実行機能障害等の症状が続き自宅での介護が困難な状態にあるため家族より入院希望あり、R1年6月25日(火)11:44東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮古　喜久代様～臨時薬はアリピプラゾール3→6㎎へ増量、他同内容で7日分処方。食事は本人より嘔気訴え聞かれ、食事量も多いとの事で、主治医・栄養スタッフと相談の上、DM食18単位(1440㎉)→15単位(1200㎉)へ変更となる。
・坂本　富也様～臨時薬はカルボシステイン1500㎎終了、チアプリド50→25㎎へ減量、他同内容で7日分処方。点滴は同内容で7日分処方。又、主治医より食事量のアップについて栄養スタッフと相談するよう指示あり、栄養スタッフと相談の上、現在の朝・夕ミキサー・ハーフ食・おかず無し→ミキサー(ハーフ食)・ミキサーへ増量している(本日夕～)。
・見付　幸一様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・庭田　美紀子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・大川　敏彦様～臨時薬はトラゾドン75→100㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・工藤　恭子様～臨時薬はトラゾドン75→100㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・村山　京子様～臨時薬はメマリーOD 5→10㎎へ増量、他同内容で7日分処方。

・山地　壽治子様～臨時薬はチアプリド75㎎終了、コントミン25→50㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
